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１　市民館に関する市民意見聴取
「今後の市民館・図書館のあり方」策定に際し、市民館のめざすべき方向性を見定めるため、

市民館利用者グループヒアリングと市民館フォーラムを開催し、広く市民意見等をいただきま
した。

(1) 市民館利用者グループヒアリング
＜開催状況＞

実施日 時間帯 開催場所 参加者数

令和２（2020）年７月 17 日（金） 昼の部 14:00 ～ 16:00 高津市民館 13 人

令和２（2020）年７月 17 日（金） 夜の部 18:00 ～ 20:00 高津市民館 ７人

令和２（2020）年７月 30 日（木） 昼の部 14:00 ～ 16:00 教育文化会館 ８人

令和２（2020）年７月 30 日（木） 夜の部 18:00 ～ 20:00 中原市民館 15 人

令和２（2020）年７月 31 日（金） 昼の部 14:00 ～ 16:00 多摩市民館 10 人

令和２（2020）年７月 31 日（金） 夜の部 18:00 ～ 20:00 多摩市民館 ５人

(2) 市民館フォーラム
＜開催状況＞

市民館フォーラム「川崎の “市民館” を考える」
日　時：　令和２（2020）年８月 23 日（日）14:00 ～ 17:00
会　場：　高津市民館　大ホール
内　容：　第１部 基調講演／第２部 グループワーク
参加者：　52 人（来場：32 人／オンライン：20 人）
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(3) 市民館利用者グループヒアリング及び市民館フォーラムでいただいた主な意見

取組の方向性 市民館利用者グループヒアリング 市民館フォーラム

１　

行
き
た
く
な
る
市
民
館

(1) 施設利用の促
進 の た め の 取
組の推進

・ふらっと入れる工夫があって自然に交流を
生み出すしくみがあるとよい。

・インターネットが利用でき長居できるとよ
い。

・誰でも参加できる小さな講座やイベントが
いつもあるとよい。

・現在の市民館は利用者の固定化や利用スペー
スが限られている。

・フリースペースや席が増えるとよい。
・ロビー空間などの余白のある場になるとよ

い。
・魅力的でワクワクするコンテンツや環境があ

るとよい。
・気軽に立ち寄れるオープンな場で、交流した

りできるとよい。
・子どもから高齢者まで気軽に参加できるとよ

い。
・人と出会えるなど、これまでにないニーズに

対応すると足を運ぶと思う。
・行けば面白い人に出会える場所になるとよい

と思う。
・いつ行っても何かやっていてつい通ってしま

うような場所になるとよい。
・出会いがある場になるとよい。

(2) あらゆる世代
に 向 け た 魅 力
あ る 取 組 の 推
進

・高齢者でも参加できる情報リテラシーやＩ
Ｔの講座があるとよい。

・これまで市民館を利用してこなかった人達
も利用者になる「関わりしろ」をつくる
とよい。

・他の公共施設を利用する層を市民館につな
ぐようにできないか。

・小さい頃から利用している居場所になると
よい。

・魅力的な講座があるとよい。
・きめ細かなターゲット設定が必要と思う。
・働き世代が利用できる時間帯の講座がある

とよい。
・若い人が活躍できる場があるとよい。

・企画を充実させるにはさまざまな分野のプロ
フェッショナルと連携することが必要だと
思う。

・市民を支える学びの場をしっかり提供してほ
しい。

・多様なニーズに合った場になれるとよい。
・専門的な人に学べる機会があるとよい。
・五感で学べる工夫があるとよい。
・社会教育の講座から気軽に参加できるものま

でバリエーション豊かな企画があるとよい。
・働く人が利用しやすくなるとよい。
・若い世代向けの新しい場になるとよい。

(3) 戦略的な市民
館 広 報 の 取 組
の充実

・ＳＮＳを活用する必要があると思う。
・市民館の良さが口コミで広がるとよい。
・行く価値が感じられる素敵な場所になると

よい。
・既存の活動やイベントを掛け合わせて市民

館のことをより多くの人に知ってもらう
しくみが必要と思う。

・地域ぐるみで情報発信するとよい。
・市民館に興味が湧くようなツボを押さえた

情報発信ができるとよい。

・市民館の活動がみんなに周知されるようにな
るとよい。

・行ってみるきっかけになる情報発信が必要と
思う。

・市民館が認知されていないように思う。
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取組の方向性 市民館利用者グループヒアリング 市民館フォーラム

２　

ま
ち
に
飛
び
出
す
市
民
館

(1) 身近な場所で
の 学 び の 場 づ
くりの推進

・市民館事業として区内の施設を巡回し企画
を届けるようにするとよい。

・出前講座のガイドラインがあり、まちに出
やすいルールが必要だと思う。

・他の公共施設と連携するとよい。
・地域の人がよく行く場所に市民館とつなが

るきっかけがあるはずだと思う。
・たくさんの人が集まるものと連携するとよ

い。
・地域貢献の視点をもった企業との連携を進

められないか。

・みんなが集まりやすい中学校区毎に市民館の
ような施設や集まれる機会があるとよい。

・誰でも気軽に使えるオープンな場に出向くと
よい。

・図書館など公共施設同士の更なる連携に期待
する。

・市民館という枠を超えた幅広い機能が求めら
れている。

・札幌市図書・情報館のような相乗効果のある
図書館と市民館が融合できるとよい。

・既存の公共施設を小・中学生の居場所として
開けると良い。

・空き家を活用してはどうか。
・すでにある地域の活動の場のネットワーク化

を進めてはどうか。
・市民館と図書館が隣り合って相互利用できる

場が必要と思う。
・ついでに寄れる複合的な場になるとよい。
・民間連携をうまく進められるとよい。
・身近にするためにもっと場が必要だと思う。

(2) まちの資源を
活 か し た 取 組
の推進

・スモールビジネスとの連携や支援があると
よい。

・地域のさまざまな資源を活用してハード・
ソフト両方で連携するとよい。

・教育機関と連携するとよい。
・学校の部活動がきっかけで地域や市民館に

つながることがある。

・歩いて行ける身近な場所に学べる場があると
よい。

・地域愛を育てることが必要だと思う。
・学校・カフェ・町内会館を活用してはどうか。

(3) ＩＣＴを活用
し た 新 た な 手
法による事業・
取組の推進

・市民館に行かなくてもオンラインで参加で
きるようになるとよい。

・ネット環境を整備して講座を配信するとよ
い。

・オンラインの活用など新しい取組は多くの人
に興味を持ってもらえると思う。

・オンラインを活用した場は必要だと思う。
・オンラインで繋がれるとよい。
・好きなことを自宅でできるとよい。
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取組の方向性 市民館利用者グループヒアリング 市民館フォーラム

３　

地
域
の
チ
カ
ラ
を
育
む
市
民
館

(1) 地域人材の活
用 に 向 け た 取
組の推進

・新しい団体が生まれるきっかけになるよう
新しい講師を募集するとよい。

・若い世代が企画づくりなど運営に関われる
機会があるとよい。

・地域のリソースを活かすしくみがあるとよ
い。

・ストリートミュージシャンに活躍の場を提
供できないか。

・地域を支える人材の育成をしている施設と
なることが大切だと思う。

・市民による主体的で魅力ある市民館の企画づ
くりや運営が必要だと思う。

・市民が主体的に運営する場が必要だと思う。

(2) 地域団体の育
成 や 交 流 に 向
け た 取 組 の 推
進

・区内の活動の全体像を把握して情報提供が
あるとよい。

・既存団体の継続や世代交代の支援があると
よい。

・市民自主企画を継続的にサポートするとよ
い。

・小さなエリアでの取組も応援していること
が必要だと思う。

・どんな団体が利用しているのか情報がわか
るとよい。

・活動の企画づくりから職員の協力があると
よい。

・団体同士の交流の場があり、知り合いの輪
が広がるような取組があるとよい。

・立場や世代を超えた出会いの機会があると
よい。

・人々が交流できるユニークな仕掛けがある
とよい。

・持続的な活動を支えるしくみがあるとよい。
・人と人とのつながりを広げるしくみが大切
・地域の人との交流の場が必要
・地域の人や団体が協働し学び合える場が必要
・支え合いの場となるとよい。

(3) 多様な主体と
の 協 働・ 連 携
に 向 け た 取 組
の推進

・20 代以下の若い世代が地域に関わる機会が
あるとよい。

・利用者・職員など市民館を取り巻く人的資源
を活用していくとよい。

４　人材育成 ・職員が楽しみながら主体的に働ける体制づ
くりが必要だと思う。

・コーディネート力のある職員が必要だと思
う。

・職員に気軽に声をかけやすい雰囲気があると
よい。

・職員が利用者と頻繁にコミュニケーションを
とっている必要がある。
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取組の方向性 市民館利用者グループヒアリング 市民館フォーラム

５　管理運営 ・既成概念にとらわれない自由で柔軟な利用
ができるとよい。

・インターネット環境が整っているとよい。
・分け隔てない誰でも使える場となるとよ

い。
・公共施設の運営は縦割りではなく融合する

とよい。
・社会教育分野の予算が少ない中で工夫が必

要だと思う。
・職員やコンシェルジュが相談に対応してく

れる体制があるとよい。
・目的や利用者像を絞った施設があってもよ

いのではないか。
・利用者像を明確にとらえられるとよいので

はないか。
・利用ルールをわかりやすくした方がよい。
・利用しやすい料金設定が必要ではないか。
・安全で安く使える場が求められていると思

う。
・多様な個人のニーズに対して選択肢のある

公共施設になるとよい。
・個人の関心ごとでつながれる場が求められ

ていると思う。
・個人で行っても使えるようになるとよい。
・市民館は個人やグループにも利用を広げら

れるとよい。
・仕事ができる場所があるとよい。

・利用しやすい予約システムがあり、誰でも平
等に使えることが大切だと思う。

・初めて利用する人も使い方がひと目でわかり
使用しやすいとよい。

・活動の場とするには、定期的に利用できるよ
うにしてほしい。

・外国籍の方も利用しやすく、つながりやすい
施設になるとよい。

・安全で地域にひらいている施設となることが
必要だと思う。

・何かあった時の対処や責任の所在が明確で安
心して活動できる施設だとよい。

・個人でも利用できるとよい。
・飲食可能な場所があるとよい。
・呼びやすい施設名にして愛着をもってもらう

とよい。

６　その他 ・リアルな場の価値を感じられるようになる
とよいのではないか。

・自己表現ができ楽しく活動できる場になる
とよい。

・自分らしく生涯学習ができるとよい。
・ＳＤＧｓを意識した市民館・図書館になる

とよい。
・市民館の部屋の中が見えると入りやすいと

思う。
・おしゃれなデザインの施設だと行ってみた

くなると思う。
・少人数でも使えるように部屋のサイズにバ

リエーションがあるとよい。
・市民館は身近な場所だと思っている。

・利用しない層の潜在ニーズを把握する必要が
ある。

・目的がある人が集える施設であるべきだと思
う。

・市民館の守備範囲を明確にするとよい。
・市民館分館は利用率が低いと思う。
・使用料が高いと思う。
・市民館に関する前提条件について整理が必要

だと思う。
・職員が変わる際の引継ぎや専門性の担保が必

要だと思う。
・どこにあるのか誰にでもわかり、アクセスが

良いことが魅力になると思う。
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２　図書館に関する市民意見聴取

(1) 図書館のあり方に関するアイデアミーティング
今後の図書館運営のめざすべき方向性や提供サービス等について、幅広く市民の意見を

把握するため、市民参加型のワークショップを開催しました。

＜開催状況＞

回数 実施日 開催場所 テーマ 参加者数

第１回 令和元（2019）年
12 月１日（日） 多摩市民館 川崎市の図書館の「良いところ」、

「気になるところ」を出し合おう 20 人

第２回 令和元（2019）年
12 月 22 日（日） 中原図書館 ミライのかわさき図書館の将来像

を深めよう 24 人
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(2) 図書館のあり方に関する懇談会
「今後の市民館・図書館のあり方」策定に際し、図書館のめざすべき方向性を見定めるため、

生涯学習において図書館が果たすべき役割に関すること、図書館に求められる機能に関する
ことなどについて、学識経験者、社会教育委員、社会教育委員会議図書館専門部会委員、公
募市民を構成員とする懇談会を実施し、意見等をいただきました。

＜開催状況＞
令和２（2020）年 ８月 ３日　 第１回 図書館のあり方に関する懇談会
令和２（2020）年 ８月 17 日　 第２回 図書館のあり方に関する懇談会
令和２（2020）年 ９月 ４日　 第３回 図書館のあり方に関する懇談会
令和２（2020）年 12 月 ３日　 第４回 図書館のあり方に関する懇談会

＜主な意見＞
・行くたびに違う、毎回新しい発見がある、他の図書館とも違うなど、多様性のあるテー

マが設定されている図書館がよい。
・図書館を利用してこんな良いことがあったということをいろいろな人に伝える。
・展示などで「撮影 OK」な場所をつくるとアピールポイントになる。
・タイムシェア化の検討など、ライフステージごとの必要性を考慮する。
・来館ノートに感想を書いてもらうなど、利用者とのコミュニケーションを図ることで、

自分も関われている、愛着感が持てる取組
・全ての館にある地域資料をもっと活かせるとよい。
・まちの個性はそれぞれ違う、本棚はそのまちの特徴を反映している。
・図書館に来てくださいではなく、視線をまちに向け、まちの人が何を求めているかみて、

それを提供するのが「まちに飛び出す」なのではないか。
・図書館が日常的にまちとつながっている感じがあると、ストーリーにつながる。
・まちの魅力を再発見するため、図書館からタウン誌に取り上げてもらう取組
・図書館職員が取材をしながらまちについて学ぶ、その中で出会った地域の人とつながる。
・地域と図書館がつながるためには、図書館職員が出向いて取材することや市民館などと

連携することで、棚や郷土資料、展示をどう具体的な取組に反映していくか。
・地域ごとのなりたちによる差があること、また、若い人の中には地域の歴史にはあまり

関心がない人も多い。
・行政課題や地域の課題をいかに取り込み対応していくかを図書館職員が考えれば、自ず

と外に出ていくことにつながる。
・的確な情報収集に向けては、長期的に図書館にいると人的なネットワークも作れないの

で、別の部署に異動をすることなどの人材育成の工夫も必要である。
・情報発信のためには、情報をまとめておくことも大切である。
・社会状況を冷静に見て、生きていくことが大変な方に手を差し伸べることが図書館に課

せられた課題である。他部署との連携等により図書館に何ができるのか寄り添う形で考
えるべきである。

・地域包括ケアシステムもそうだが、今はさまざまな社会的な課題に多面的に対応するよ
うになっている。図書館においても図書館なりのサポートの姿勢が必要である。

・こども食堂などとの連携もできるのではないか。
・国立がん研究センターと図書館が連携している事例もある。
・学校教育と社会教育がコラボレーションした取組ができるとよい。
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・区役所との連携は、まちに飛び出すきっかけにもなる。
・図書館を利用するという区役所の職員の発想が必要である。
・図書館が行政の方にもサービスを提供しているということをしっかり伝える。
・職員がそのつながりをたくさん持っている。
・職員が当たり前に行っていることにヒントがある。
・市民館で自分史を作る企画をし、それを図書館で保存してくれるような取組があるとよ

い。
・利用者が図書館で調べた成果を図書館に還元するようなサイクルができるとよい。
・図書館にも、市民館で行う社会教育振興事業の視点を入れる必要がある。
・図書館だけで地域のチカラを育むというのは難しいので、今後も市民館との連携は必要

である。
・市民館がどう考えているのか踏まえ、お互いの長所を活かしながら、市民館との連携を

進める必要がある。
・市民館と定期的な情報交換があってもよいのではないか。
・デジタル基盤を地域にどう構築するか。コロナ禍が終わっても、社会のデジタル化のニー

ズは止まらない。
・書籍・資料の電子化に留まらないもう少し踏み込んだ考えが必要である。
・各区の図書館が同一ルールで共通インフラの元、各地区の実情にあった運営をしており、

合理的な考え方である。
・川崎の図書館は、本であふれかえっていて、棚の工夫をする余裕がない。
・共同書庫は賛成である。図書館は本が詰まりすぎている。市民の知的財産である本を次

の世代まで大切にするためスペースを確保する観点においても大切だ。
・働く職員の環境はそれがひいては利用者の利益になる。
・カウンター業務のよいところを活かせていない。
・市職員と委託スタッフのサービスの質の違いなどが気にかかる。人的サービスは大切で

あり、効率的な運用については、バランス感覚が大事ではないか。
・社会教育的にもおしゃべりする場所は必要だが、図書館でなくてもよく、例えば市民館

と図書館のあいだを工夫するなども考えられる。
・司書の役割が、以前のように決まったことをやるのではなく、そこに合ったサービスを

考え、作っていく、アイデアを出していくという方向に変わってきた。
・ノウハウや技能研修などで必要な技量をつけることが必要である。
・市民の方の人材育成については、図書館と市民館の複合施設の中で、市民活動をする人

達のボランティア育成を進める。
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57 
 

図書館のあり方に関する懇談会開催運営等要綱 

 

令和２年５月 15日施行 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、図書館のあり方に関する懇談会（以下「懇談会」という。）の運営に関し必要

な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 教育長は、「今後の図書館のあり方」策定に関し、次に掲げる事項について、懇談会の委員

の意見を求める。 

（１）生涯学習において図書館が果たすべき役割に関すること。 

（２）図書館に求められる機能に関すること。 

（３）その他必要な事項に関すること。 

 

（委員） 

第３条 懇談会の委員は、次に掲げる者に就任を依頼する。 

（１）学識経験者 

（２）社会教育委員 

（３）社会教育委員会議図書館専門部会委員 

（４）公募市民 

 

（開催期間） 

第４条 懇談会の開催期間は、令和２年７月１日から令和３年３月 31日までの期間とし、必要に応

じて開催することとする。 

 

（庶務） 

第５条 懇談会の庶務は、教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課において処理する。 

  

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、運営上必要な事項は、教育長が定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、決裁の日から施行する。 

（この要綱の失効） 

２ この要綱は、令和３年３月３１日限り、その効力を失う。  
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３　社会教育委員会議 ( 関連専門部会含む ) における意見交換

(1) 社会教育委員会議
＜開催状況＞

令和元（2019）年　６月 21 日　 令和元（2019）年度 第２回 定例会
令和元（2019）年 10 月 ３日　 令和元（2019）年度 第５回 定例会
令和元（2019）年 11 月 22 日　 令和元（2019）年度 第６回 定例会 
令和２（2020）年　１月 30 日　 令和元（2019）年度 第７回 定例会
令和２（2020）年　２月 18 日　 令和元（2019）年度 第８回 定例会
令和２（2020）年　６月 25 日　 令和２（2020）年度 第１回 定例会
令和２（2020）年 11 月 17 日　 令和２（2020）年度 臨時会

＜主な意見＞
・市民館・図書館のあり方検討をしていく枠組みとして、社会教育施設全体をどのように

設計していくかという点をはっきりと打ち出す必要があるのではないか。
・これまでの社会教育委員の会議でも、155 万都市である川崎における社会教育施設の配

置の妥当性は、何度か話題に上っており、大変重要な課題だと考えている。
・市民館・図書館の物理的限界をどうやって脱却するか、自動車文庫や出張講座など「出

ていく」ということが描かれているが、それだけでは職員にとっても利用者にとっても
限界があるのではないか。

・市民館・図書館がＩＣＴや情報化の拠点になることが必要で、システム化が進められて
いるとは思うが、「来なくても済む」情報化システムが整備されていかないと、利用率
は低下していくのではないか。

・市民館の職員が市民館のコーディネーター機能をバックアップしてくれるということが
あれば、とても心強い。

・市民館におけるつながりづくりについて、つながりがないところに創っていくのも重要
な役割ではあるが、「実はつながっていた」ということを気づく、学ぶという視点も入
れると、つながりが嫌だなと思っている人も、学びや活動に入りやすくなるのではない
か。

・国としては地域づくりということを非常に強く言っているので、特に市民館については、
それを受けてということだと思うが、地域づくりが目的となっているような表現が散見
される。地域づくり、まちづくりは、もともと市民が自分たちの手で地域を変えていく
ことができるのだということに気づいて「やってよかったな」というものなのではない
か。

・それぞれの図書館が特色を持っているということもあり、新しい試みを行うということ
も、川崎市の今までにない図書館を創るということにもなると思う。

・図書館に関しては、居心地の良さということが書かれているが、世界的な図書館の動き
を見てもその通りだと思うので、限られたハードの中でもこの部分を進めてほしい。ソ
フトの視点で、施設利用環境という言葉になっているが市民が過ごす場所、いつまでも
いたくなる、また来たくなる場所、サードプレイスとしての図書館という理念だけでも
込めていくと、図書館の職員が市民に関わる時や掲示物をつくる時などに意識が変わっ
ていくのではないかと思うので、居心地のいい場所としての図書館というのを強調して
もいいのではないか。

・20 年 30 年という長さで見た時に、子どものころに図書館を利用した、という経験が大
人になった時に図書館にまた行ってみようということにつながるという意味で、図書や
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読書と関わってどういう市民が育っていくといいのか、という部分がもっと書き込まれ
てもいいのではないか。ブックスタートや小学生向けの取組など、子どもと言っても細
かく分けて取り組んでいくことが必要であり、子どものころから始める読書や図書館な
ど焦点を絞るところは絞ってもいいのではないか。

・川崎は長年人権と平和と教育をやってきたまちであるのに、全く出てこない。どこの政
令市でもあるような内容にとどまるのはもったいないと思う。これまでの学習の積み重
ねと、それによって市民が力をつけてきた中身に応えるような 10 年であってほしい。

・川崎らしさはもっと出してほしい。平和にしても人権にしても、関連施策として出て
きているが、そうではなくて「人づくり」「つながりづくり」という柱の中にこれまで
の平和に関する取組・蓄積であるとか、今後それをどう考えていくのか、「地域づくり」
の中にも人権ということを書き込んでいかないと、別モノのようになってしまうのでは
ないか。「今後の」という標題であり、これから先を考えていくのではあるが、先を考
えるには、これまでの歴史と蓄積を踏まえていく必要がある。

(2) 図書館専門部会
＜開催状況＞

令和元（2019）年　９月 13 日　 令和元（2019）年度 第２回 図書館専門部会
令和２（2020）年　２月 19 日　 令和元（2019）年度 第４回 図書館専門部会
令和２（2020）年　７月 15 日　 令和２（2020）年度 第１回 図書館専門部会
令和２（2020）年　９月 16 日　 令和２（2020）年度 第２回 図書館専門部会
令和２（2020）年 12 月　８日　 令和２（2020）年度 第３回 図書館専門部会

＜主な意見＞
・図書館と市民館を繋ぐコーディネートできる人がいないと困る。
・図書館の中に、議論する場所や、楽器を置いて音楽の本を読んだ後に楽器の演奏などの

活動ができる場所、本を読むだけではなく、さまざまな文化的活動をできる場所がある
といいのではないか。

・普段図書館を利用しない方が、なぜ図書館を利用しないか、どうして興味がないのか、
というところを探っていかないと、利用は増えていかないのではないかと思う。

・決定の過程で漏れた意見も、それを今後どのようにやっていくかというのが大事だと思
う。こんな議論があったということをきちんと残すようなことを是非やってもらいたい。

・基本的な考え方についてはもう少ししっかりと練ってほしい、図書館をこうしたい、こ
うあるべきだという、あるべき論というか原論というか、読書に対する思いなどを大事
にすることによって、ベースができると思う。
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(3) 教育文化会館 ・ 市民館、有馬 ・ 野川生涯学習支援施設専門部会
＜開催状況＞

専門部会 開催日

教育文化会館専門部会 令和２（2020）年 ６月 16 日
令和２（2020）年 12 月 ３日　

幸市民館専門部会 令和２（2020）年　６月 26 日
令和２（2020）年 12 月 11 日　

中原市民館専門部会 令和２（2020）年　７月 19 日
令和２（2020）年 12 月 11 日　

高津市民館専門部会 令和２（2020）年　７月 ８日
令和２（2020）年 12 月　８日　

宮前市民館専門部会 令和２（2020）年　７月 ７日
令和２（2020）年 12 月 ８日

多摩市民館専門部会 令和２（2020）年　６月 24 日
令和２（2020）年 12 月 11 日

麻生市民館専門部会 令和２（2020）年 12 月 11 日

有馬・野川生涯学習支援施設専門部会 令和２（2020）年　７月 28 日

＜主な意見＞
・身近な施設というイメージをもってもらいたいが、中・高校生には少し遠い存在かもし

れない。
・子どもたちが関わりたくなるような取組があると良い。子どもたちが参画して地域の役

に立つような取組。子どもたちの達成感につながるし、子ども自身の喜びになる。
・若い人に身近になるには、小さいころから利用するきっかけを作ることが必要と思う。

中学生・高校生ではなく、小学生くらいの頃からがよいと思う。
・若い世代に向けてというと、必ずキーワードになるのはＳＮＳやＩＣＴだと思う。いろ

いろと制約があるのだと思うが、そうした情報発信に取り組めるような整備も必要と思
う。

・何をやっているのか発信していく広報活動に力を入れていくと良いと思う。
・保健所などで行っている健康増進の教室などに参加を勧めたい人がいるが、土日の開催

が難しいとのことなので、連携してもらえるとよいのではないか。
・図書館との話になるが、（本来は閲覧スペースということだが）図書館で勉強している

人たちのスペースを市民館にもつくるなどすると、市民館にも呼び込めるし、相互に良
いと思う。

・行きたくなる市民館、良い考えだと思う。単身の高齢者も多く、行き場を見つけられな
い人の居場所になることも考えられると良いと思う。

・新型コロナウイルス感染症の影響で、リモートワークが増えてきていると思う。働く世
代の方々を地域につなげられるような取組があると良いと思う。

・市民館は目的施設なので難しいかもしれないが、働く世代の方が市民館を利用する機会
として、リモートワークを行えるスペースをつくるとか、シェアスペースをつくるとか
すると、足を運ぶきっかけになるかもしれない。自分も家で仕事をしていると居場所が
ないので、そうしたスペースがあれば利用したい。

・自分が学生のころ、安心して勉強に行けたのが図書館や市民館だった。職員の方が見守っ
てくれているので、何か心配なことがあったらすぐに伝えられた。子どもを安心して出
入りさせることができる安全な場所というイメージがある。
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・向丘出張所では、カフェ事業や交流会が行われていてにぎわいがあって良いので、同様
に市民館でも区役所と一緒になって実施していくと良い。

・区役所の防災フェアではマルシェを実施し、販売のできる出店ができるが、市民館では
販売行為が禁止されている。こうしたことも若い世代を取り込めない理由になっている
かもしれない。

・ロビーで行われているカフェ事業はとても良いと思う。もっといろいろな人が利用して
くれるような取組にしていけると良い。

・中原市民館のフリースペースはいろいろな人でにぎわっている。（他の市民館にも）あ
のような場所があると良いと思う。

・川崎アゼリアのように、子どもの作品などを展示できると良い。ギャラリーではなく、
通路やロビーなどを活かした展示で、何気なく通った人が見てくれたりすると思うし、
雰囲気も良いと思う。何より発表の場があると子どもの達成感につながり喜ぶと思う。

・市民活動を支援するしくみがあると良い。カラーコピーが行えたり、リモートやＩＣＴ
の相談などが行えたり、支えるしくみがあると良い。

・いろいろな事業を企画してつながりを増やしたり、学習グループを増やしたりと、とて
も良いことだと思うが、場所も考えてほしい。今もたくさんの団体や研究会、サークル
が利用しているので、部屋がなかなか取れなくて困っている。場所を増やすことも考え
てほしい。

・昔は成人学級といって、もっと気軽に受けられる講座がたくさんあった。やりたいこ
とを見つけるきっかけにもなっていた。そういうきっかけ的な取組みも行政がしっかり
やってほしい。自分のグループや仲間のグループも成人学級から研究会になって今も活
動している。

・今は講座自体が少ない。自分たちで頑張ってくださいということでそうなっているよう
だが、行政のフォローも必要と思う。また、仲間づくりをした後のアフターフォローも
しっかり考えてほしい。

・施設の職員の専門性や資質が重要だと思う。専門性や資質を高める取組をしっかりと考
えてほしい。

・川崎市には市民館が少ない。区民 20 万人で１館しかないのはどうかと思う。団体が活
動する会場の不足が大きな課題だと思っている。

・団体の同窓会や懇親会などの会場としても飲食のできる場が必要。
・ＩＣＴ活用は期待している。全てがオンラインではなく、いろいろ選べるようになると

良い。
・空いている会議室などの有効活用で個人でも利用できるようになると良い。
・オープンスペースを活用した取組は良い。ぜひ進めてほしい。親子が話せる場や絵本な

どを置いて何となく過ごせ、お茶なども飲めるようになっても良い。居心地の良い市民
館になると思う。

・雰囲気は利用者ではなく職員がつくるものと思っている。
・市民館にとって人材は重要であり、かつては社会教育主事が配置されていた。人材育成

をしっかり盛り込んでいることは良い。書いてあるだけでなく、実際の取組を期待して
いる。

・地域での施設間の連携も大切であるが、そのためには事務局内の部署同士の連携も大切
である。また、会議体などの組織間の連携もしっかりできると良い。

・学習相談員の方が定期的に相談の窓口を設けてくれているが、窓口に来ない人への積極
的な声掛けなどにも考慮してくれると良い。きっかけとして来館している利用者への「最
近どうですか」などの声掛けがあると良い。
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４　アンケートによる市民意見聴取

(1) 令和元（2019）年度 川崎市立図書館利用者アンケート報告書（抜粋）
＜実施概要＞

目　的　  図書館の利用者の利用実態や図書館へのニーズ等の把握を目的に実施しました。
実施日　   令和元（2019）年８月 27 日（火）～９月 10 日（火）
実施場所 市立図書館　地区館・分館・閲覧所全 13 か所
配布枚数　2,980 枚　／　回収枚数　　2,735 枚
調査方法　来館者に用紙を手渡し館内設置の箱で回収

＜結果概要＞
回答者のうち、85％が川崎市に在住しており、40 歳代が一番多く 21.9％、次いで 60 歳

代が 15％、50 歳代が 14.6％でした。また、主な仕事は「会社などの従業員（全日）」の方
が一番多く 27.2％、次いで「無職（収入が年金のみの方を含む）」の方が 18.3％、「家事専
業」の方が 15.6％でした。質問の内、以下２問について抜粋します。結果全体については、
川崎市ホームページに掲載していますので御覧ください。

ア　利用目的
図書館を利用した主な目的を伺ったところ、「本を借りる」が 80.7％と最も高く、

次いで「館内で本を読む」が 26.6％、「勉強や仕事、研究のための調べ物をする」が
20.6％の順になっている。

全体（ n = 2,735）

(%)
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イ　これからの図書館に必要と思うもの
これからの市立図書館に必要だと思うのはどのようなことか伺いました。

(ｱ) 資料や相談に関すること
資料や相談に関することについては、「本の充実」が 68.6% で最も高く、次いで「雑

誌の充実」が 21.5%、「さまざまな講座・講演会の実施」が 14.2% の順となっている。

全体（ n = 2,735）

全体（ n = 2,735）

全体（ n = 2,735）

(ｲ)  使いやすさに関すること
使いやすさに関することについては、「より身近な場所での本の貸出・返却が可能」

が 34.9% で最も高く、次いで「ゆったりと過ごせる雰囲気がある」が 24.1%、「開館時
間の延長」が 22.6% の順となっている。

 (ｳ) 図書館を身近に感じられる取組に関すること
図書館を身近に感じられる取組に関することについては、「本に関係するイベントな

どの実施」が 22.3% で最も高く、次いで「自分が住むまちの情報の充実」が 15.2%、「よ
り身近な場所に図書館が出張」が 9.6% の順となっている。

(%)

(%)

(%)
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(2) 令和元（2019）年度　第２回　 かわさき市民アンケート（抜粋）
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５　今後の市民館・図書館のあり方（案）に関する意見募集の実施結果について

(1) 概要
令和元（2019）年度に取りまとめた「『今後の市民館・図書館のあり方』に関する基本的

な考え方」を基に、令和２（2020）年度には「市民館利用者グループヒアリング」をはじめ、「図
書館のあり方に関する懇談会」や「市民館フォーラム」により市民や有識者の意見を伺いな
がら「今後の市民館・図書館のあり方（案）」を取りまとめ、パブリックコメント手続によ
り御意見を募集しました。その結果、567 通（1,125 件）の御意見等をいただきました。

(2) 意見募集の概要

意見の募集期間 令和３（2021）年１月 29 日（金）～ 同年３月１日（月）

意見の提出方法 電子メール、ＦＡＸ、郵送、持参

意見募集の周知方法 ・本市ホームページへの掲載
・市政だより（令和３年２月 21 日号）への掲載
・各区役所
・かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階）
・教育文化会館・各市民館、各図書館、各市民館・図書館分館、アリーノ
・教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課（明治安田生命川崎ビル３階）

結果の公表方法 ・本市ホームページへの掲載
・各区役所
・かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階）
・教育文化会館・各市民館、各図書館、各市民館・図書館分館、アリーノ
・教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課（明治安田生命川崎ビル３階）

(3) 結果の概要
意見提出数（意見件数） ５６７通（１ ，１ ２ ５ 件）

内訳 電子メール 　 ４ ８通（ 　　１６７件）

ＦＡＸ ６１通（　　 ９ ５ 件）　

郵送 ４５８通（　 　８６３件）

持参 　　０通（　 　　０件）
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(4) 御意見の内容と対応
市民館・図書館の今後の取組についての御意見の他、事業・サービスの充実を求める御

意見、職員の専門性についての御意見、施設の充実についての御意見等が寄せられました。
市民館における多様な主体との協働・連携を推進していく取組の方向性に対して、市民

館においてより多様な主体との協働・連携を求める意見が寄せられたことから、例示する協
働・連携の対象についての加筆を行い、用語・用字の修正を行った上で、「今後の市民館・
図書館のあり方」を策定しました。

【御意見に対する市の考え方の区分】
Ａ　御意見を踏まえ、計画に反映させるもの
Ｂ　御意見の趣旨が計画に沿ったものであり、御意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの
Ｃ　今後の取組を進めていく上で参考とするもの
Ｄ　計画に対する質問・要望であり、計画の内容を説明・確認するもの
Ｅ　その他

【意見の件数と対応区分】

項　　　　　　目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

（１）「今後の市民館・図書館のあり方の方向性」に関すること
　　　（第２章）

0 1 1 16 0 18

（２）「今後の市民館の運営のあり方」に関すること（第３章） 1 9 19 33 0 62

（３）「今後の図書館の運営のあり方」に関すること（第４章） 0 7 69 303 0 379

（４）「今後の市民館・図書館の施設整備の方向性」に関すること
　　　（第５章）

0 4 0 571 0 575

（５）「今後の市民館・図書館のあり方に基づく取組の推進に向け
て」に関すること（第６章）

0 2 0 8 0 10

（６）その他 0 0 0 2 79 81

合　　　　　　計 1 23 89 933 79 1,125

具体的な御意見の内容と市の考え方については、川崎市教育委員会のホームページに掲載しています。

川崎市教育委員会ホームページ「今後の市民館・図書館のあり方の検討について」
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000115175.html
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６　 「今後の市民館・図書館のあり方」の策定に向けた庁内検討会議
市民館・図書館の将来を見据え「今後の市民館・図書館のあり方」を策定することを目的と

して、庁内関係部署の課長級により構成する庁内検討会議と、係長級によるワーキング部会を
設置し、市民館・図書館の機能や事業・サービス、管理運営等について検討・調整を行いました。

「（仮称）川崎市市民館のあり方及び図書館のあり方」に関する庁内検討会議

＜令和元（2019）年度＞

会　議 議　題

令和元（2019）年 ６月 11 日
第１回 庁内検討会議

・庁内検討会議の設置について
・検討内容及び今後のスケジュール
・ワーキングの設置について

令和元（2019）年 ７月 ２日
第１回 市民館ワーキング部会

・庁内検討会議の設置及びメンバーの確認
・検討内容及び今後のスケジュール

令和元（2019）年 ８月 １日
第１回 図書館ワーキング部会

・「（仮称）川崎市立図書館のあり方」の策定に向けた今後の取組
について

令和元（2019）年 ８月 ６日
第２回 市民館ワーキング部会

・「これからのコミュニティ施策の基本的な考え方について～ま
ちのひろば、ソーシャルデザインセンターの取組・検討状況を
中心に」

・「市民館のあり方」構成案等について
・令和元（2019）年度かわさき市民アンケート及び令和２（2020）

年度市民意見聴取について

令和元（2019）年 10 月 23 日
第３回  市民館ワーキング部会

・市民館各部会における検討について
・新宮前アンケート・アイディアワークショップの報告
・市民意見聴取について
・基本的な考え方の公表に向けて

令和元（2019）年 10 月 29 日
第２回  図書館ワーキング部会

・地域課題解決に向けた図書館の活用について
・今後の検討スケジュール等について

令和元（2019）年 11 月 27 日
第２回  庁内検討会議

・「（仮称）川崎市市民館のあり方及び図書館のあり方」の検討に
ついて

令和２（2020）年 １月 22 日
第４回 市民館ワーキング部会
第 3 回 図書館ワーキング部会

・「今後の市民館・図書館のあり方」に関する基本的な考え方（案）
について

令和２（2020）年 １月 22 日
第３回庁内検討会議

・「今後の市民館・図書館のあり方に向けた基本的考え方（案）」
について
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＜令和２（2020）年度＞

会　議 議　題

令和２（2020）年 ７月 31 日
第１回 市民館・図書館合同ワーキング部会

・検討経過及び今後のスケジュール

令和２（2020）年 ８月５日
第１回 庁内検討会議

・検討経過及び今後のスケジュール

令和２（2020）年 ９月 １日
第２回 図書館ワーキング部会

・前回ワーキングから本日までの取組内容
・「『今後の市民館・図書館のあり方』に関する基本的

な考え方」における３つの「めざす方向性」に基づ
く図書館の取組内容について

令和２（2020）年 ９月 10 日
第２回 市民館ワーキング部会

・前回ワーキングから本日までの取組内容
・「『今後の市民館・図書館のあり方』に関する基本的

な考え方」における３つの「めざす方向性」に基づ
く市民館の取組内容について

令和２（2020）年 10 月 ９日
第３回 市民館・図書館合同ワーキング部会

・「今後の市民館・図書館のあり方」の策定作業に関す
る中間状況報告について

・今後のスケジュール

令和２（2020）年 10 月 14 日
第２回 庁内検討会議

・「今後の市民館・図書館のあり方」の策定作業に関す
る中間状況報告について

・今後のスケジュール

令和２（2020）年 12 月 11 日
第４回 市民館・図書館合同ワーキング部会

・今後の市民館・図書館のあり方（案）について
・今後のスケジュール

令和２（2020）年 12 月 18 日
第３回 庁内検討会議

・今後の市民館・図書館のあり方（案）について
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別表２（５条関係） 
市
民
館
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会 

総務企画局都市政策部企画調整課担当係長 

総務企画局公共施設総合調整室担当係長 

総務企画局行政改革マネジメント推進室担当係長 

財政局財政部財政課担当係長 

市民文化局コミュニティ推進部協働・連携推進課担当係長 

市民文化局コミュニティ推進部区政推進課区調整係長 

健康福祉局地域包括ケア推進室担当係長 

川崎区役所まちづくり推進部生涯学習支援課社会教育振興係長 

麻生区役所まちづくり推進部生涯学習支援課管理係長 

教育委員会事務局総務部庶務課庶務係長 

教育委員会事務局教育政策室担当係長 

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課企画係長 

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課振興係長 

 
図
書
館
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会 

総務企画局都市政策部企画調整課担当係長 

総務企画局公共施設総合調整室担当係長 

総務企画局行政改革マネジメント推進室担当係長 

財政局財政部財政課担当係長 

市民文化局コミュニティ推進部協働・連携推進課担当係長 

市民文化局コミュニティ推進部区政推進課区調整係長 

健康福祉局地域包括ケア推進室担当係長 

教育委員会事務局総務部庶務課庶務係長 

教育委員会事務局教育政策室担当係長 

教育委員会事務局学校教育部指導課指導事務係長 

教育委員会学校教育部宮前区・教育担当指導主事 

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課企画係長 

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課振興係長 

市立中原図書館利用サービス係長 

市立高津図書館係長 

市立宮前図書館係長 
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